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0415 0100 防災科研



○4⽉14⽇21時26分地震後
熊本県庁に熊本県災害対策本部、政府現地対策本部設置熊本県庁に熊本県災害対策本部、政府現地対策本部設置

○15⽇午前中には防災科研社会防災部⾨の研究員現地⼊り

○18⽇午前の防災科研対策本部会議○18⽇午前の防災科研対策本部会議
理事⻑より現地熊本⼊りの指⽰
19⽇朝に熊本県庁⼊ 先週までのべ30⽇以上現地⼊り19⽇朝に熊本県庁⼊ 先週までのべ30⽇以上現地⼊り

◎地図作成チームと⽣活再建⽀援チーム



○防災科学技術研究所 は 知られていない○防災科学技術研究所 は 知られていない
○防災の現場 は 大混乱
○研究者 は 邪魔な存在

「邪魔にならず」

○研究者 は 邪魔な存在

「邪魔にならず」
「上から目線ではなく」
「被災者の立場に立ち」
「我々を必要としている情報を察知」「我々を必要としている情報を察知」
「話を聞き」
「成果を防災に結び付ける」
「必要なとき 大胆 立ちふ ま 調整「必要なときは大胆に立ちふるまい調整」

熊本県庁内の調整役の任務は林理事長からは
「修羅場」
と称される



政府現地対策本部

本部長
松本副大臣 防衛庁・海保・

厚労省
松本副大臣

内閣府防災

防衛庁 海保
環境省・経産省
消防庁・農水省
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文科省、総務省、
農政局

国交省、国土地理院



０４２５０４２５

当たり前だが
防災科研は無い防災科研は無い
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０４２２ 防災科研熊本県庁内居所
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0422 政府現地対策本部・定例会議での発言10秒
現地文科省 新潟大学田村教授のおかげ現地文科省、新潟大学田村教授のおかげ
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0423 政府現地対策本部

防災科研作成地図防災科研作成地図
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０４２５ 林理事長政府現地対策本部 ２分間スピーチ



0501政府対策本部分室での防災科研の業務



０５０１
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０５０２ 合同会議



０５０３災害派遣医療チームDMATとの打ち合わせ
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０５０７ 政府現地対策本部



０５１８ 県対策室



０５１８ 県知事



０５２５ 松本副大臣



０６１６ 政府災対 函館地震解説



０６１７熊本県知事
理事長5回目訪問理事長5回目訪問
・活動報告 ・協定書などお願い
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平成28年熊本地震産官学民連携チーム
「生活再建支援連携体」を組織化

（総勢：82名）

学
• 防災科学技術研究所
静岡大学 （総勢：82名）• 静岡大学

• 新潟大学

官官
• 新潟県および県下市町村
• 京都府および府下市町村本日も来ていただいて• 京都府および府下市町村
• 東京都および区市町村

産

本日も来ていただいて
おります産

• インターリスク総研
• esriジャパン

おります。
ありがとうございますesriジャパン

• レインドロップス・コミュニ
ケーションズ

デ

ありがとうございます。
• NTTデータCCS
• NTT東日本／西日本
• パスコ
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• パスコ
• Duplo
• グローバル・サーベイ



益城町罹災証明交付場
所の設営 町民誘導所の設営、町民誘導



益城町罹災証明交付で
のシステム使用補助
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⽣活再建⽀援システムのデー⽣活再建⽀援システムのデ
タを活かす！！！！！

今後 ⽣活再建⽀援 ⾏政⽀援◎今後の⽣活再建⽀援・⾏政⽀援

◎検証
• 建物被害推定 ⽐較検証建物被害推定 ⽐較検証
• 液状化 ⽐較検証



新潟県柏崎市における生活再建支援業務の新潟県柏崎市における生活再建支援業務の全体像（全体像（20092009年中越沖地震）年中越沖地震）

二次災害の防止

建物被害の確定

： 新規業務の発生

被災者の確定

支援金の提供

住宅サービスの提供
： 新規業務の発生

住宅サ ビスの提供



短期決戦の業務短期決戦の業務
・一時的なピークを迎えて 終了日が明確である・ 時的なピ クを迎えて，終了日が明確である

→ 資源の集中投入が求められる
り災証明発給開始 震災後１年 震災後２年

二次災害の防止

次の業務実施の
前提となる業務

申請期限が明確

2010/03/03 第7回 「災害を観る」
長期見守りが必要



いつまでも続く業務いつまでも続く業務

り災証明発給開始 震災後１年 震災後２年り災証明発給開始 震災後１年 震災後２年

再調査をすれば
り災証明発給も

求められる

相談は再建完了相談は再建完了
まで続く

2010/03/03 第7回 「災害を観る」

退居は集中しない



仮設住宅入居者 の支援など仮設住宅入居者への支援など

り災証明発給開始 震災後１年 震災後２年

2010/03/03
建設→入居→見守り→退去



• 全体状況の把握
• 被害 被害認定• 被害、被害認定
• 支援メニューの導入、支援の進捗
• 支援ニーズの把握・施策化

• 全体戦略の構築
• 復旧計画（社会基盤・インフラ）
• 復興計画（すまい まち 経済）• 復興計画（すまい、まち、経済）

• 県独自の業務
• 広域避難者・仮住まい者への支援広域避難者 仮住まい者への支援
• みなし仮設住宅の入居管理・市町村との情報共有
• 生活支援相談員の登用（社協との連携）
健康調査（保健所）• 健康調査（保健所）

岩手県で３年目で実現

熊本地震においても今後活用していきたい

岩手県で３年目で実現

熊本地震においても今後活用していきたい。



2016.06.022016.06.152016.07.08

被災自治体による建物被害認定調査結果
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0708 益城町役場での生活再建支援連携体の活動



0708 政府災害対策本部



０7０８ 益城町



０7０８ 益城町



０7０８ 熊本県庁



○熊本ではこれまで、300枚以上の名刺を交換
○多くの熊本県庁内の方と雑談ができる

2014年2月 関東甲信大雪

○多くの熊本県庁内の方と雑談ができる

20140308  山梨県、新潟県職員との打ち合せ
今後の対応協議

・日ごろから顔の見える間柄
・同じ苦労をした方々とは強いつながり
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○6月23日
「熊本地震復旧・復興支援本部」を立ち上げ 支援を継続
○7月20日
熊本県庁理事長訪問予定

○大規模災害をトータルに
コーディネートすることがコ ディネ トすることが
できる防災科学技術研究所
が求められているが求められている。
○いろいろな知識を持った
産官学のメンバーが集まる産官学のメンバ が集まる
「大規模災害対応イノベー
ションハブ」 熊本県庁ションハブ」 熊本県庁

東京大学森川先生（IOT研究者）
イノベーションハブで連携予定



災害は忘れた頃にやってくる （寺田寅彦）

災害は忘れないうちにやってくる (上石 勲）

災害は追い打ちかけてやってくる（上石 勲）


